
《SDGsアイディアシートに対する意見》

【金融機関】

・企業のSDGsへの貢献は、融資や取引先との契約条件とな

りつつあり、企業はSDGsに自ら関わる必要がある状況。

・しかしながら、企業は農業の多面的機能や地域の共同活

動について知らないため、連携構築にはまず農業の多面的

機能や共同活動とSDGsとの関係をわかりやすく説明するこ

とが第一歩となるのではないか。

○SDGsアイディアシートを通じた企業呼び込みについて、地域の金融機関２社から意見を聞取り。
○企業向けPR資料を作成。企業１社と現地調査、聞取りを実施。

《企業向けPR資料に対する意見》

【企業】

・SDGsに貢献しなければと思いつつも、何をしたらよいか

がわからなかったが、PR資料を見て、活動組織との連携は

地域と企業の双方にメリットがあり、SDGsにも貢献すると

感じた。

【市】

・ワーケーション推進の取組等と連携し、企業向けPR資料

の改良や活用方法を検討していきたい。
15

（２）モデル地区調査 ② 長野県伊那市

活動組織の環境保全施設

活動組織の水田

古民家を改装した宿泊施設

企業による現地調査の様子
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（２）モデル地区調査 ② 長野県伊那市
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○活動組織を対象としたアンケート調査において、教育機関等との連携状況を把握するとともに、SDGsアイ
ディアシートの記入を依頼し、SDGsへの取組の普及のあり方について分析。

（１）アンケート調査対象
対象組織 ：令和４年度に多面的機能支払に取り組んでいる活動組織から、都道府県別の組織数に応じて612組織を配分し、教育機関と

連携している組織が５割程度となるように選定した組織

（２）アンケート調査期間
令和４年９月９日から10月７日（約４週間）
調査票を推進組織経由で配布回収（配布数612組織、回収数562組織 回収率92％）
アンケート回答組織のうち、SDGsアイディアシートに記入後、設問に回答した組織は347組織

教育機関と連携しているまたは、連携する予定がある 187組織 54％

連携してみたいが、具体化していない 46組織 13％

連携する意向はない 110組織 32％

無回答 4組織 1％

計 347組織 100％

教育機関等との連携状況別組織数

（３）SDGsアイディアシート試行調査
１）教育機関等との連携に関する調査

（３）調査実施主体
全国水土里ネットが「多面的機能支払交付金農業関係団体や教育機関等との連携に関するアンケート調査」として実施



①SDGsアイディアシートについて

○ ４組織14名を対象とした昨年度の試行調査では、SDGsが地域に浸透しておらず、SDGsアイディアシートを活用していくこと
は難しいという意見が半数以上を占めていたが、今回、対象組織を拡大して調査を行ったところ、「SDGsと活動の関係につい
て確認できた」と回答した組織が最も多く67％を占める結果となった。次いで「活動の効果を再認識した」37％、「今後の活
動の参考となった」36％となっている。

○ 一方で、「活動を振り返ることはできたが、高齢化等により新たな取組を行うことが難しい」、「SDGsに関心のない人が多
くチェックした結果を使う機会が少ない」と回答した組織も見られる。

18N＝ 347組織

SDGsアイディアシートについて
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1.SDGsと活動の関係について確認できた

2.活動の効果を再認識した

3.今後の活動計画の参考となった

4.活動のＰＲに使いやすい

5.行政や学校、他の団体等との連携材料となる

6.他の組織の活動内容等を知りたい

7.活動内容や取組方法について、行政や有識者等に

相談できる機会があるとよい

8.活動を振り返ることはできたが、高齢化等により

新たな取組を行うことが難しい

9.新たな気づきはなかった

10.SDGsに関心がない人が多く、

チェックした結果を使う機会が少ない

11.SDGsは分かりにくい

資料：令和４年度 活動組織アンケート
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4.活動のＰＲに使いやすい※

5.行政や学校、他の団体等との連携材料となる※

6.他の組織の活動内容等を知りたい※

7.活動内容や取組方法について、行政や有識者等に

相談できる機会があるとよい

8.活動を振り返ることはできたが、高齢化等により

新たな取組を行うことが難しい

9.新たな気づきはなかった

10.SDGsに関心がない人が多く、

チェックした結果を使う機会が少ない

11.SDGsは分かりにくい

教育機関と連携している、または、連携する予定がある（187組織）
連携してみたいが、具体化していない（46組織）
連携する意向はない（110組織）

②SDGsの取組と教育機関との連携について

○ 各活動組織の教育機関との連携状況別に見ると、教育機関と連携しているまたは連携する予定がある組織（連携組織）は、
「SDGsと活動の関係について確認できた」、「活動の効果を再認識した」と回答した割合が連携していない組織より高い。

○ 連携組織と、連携してみたいが具体化していない組織（連携意向のある組織）は、「今後の活動の参考となった」、「活動
のPRに使いやすい」、「行政や他の団体等との連携材料となる」と回答した割合が高く、SDGsの取組を教育機関との連携と合
わせて行っていく方向性があることが示されている。

○ 連携意向のある組織は、「他の組織の活動内容等を知りたい」と回答した組織が48％を占めており、活動事例紹介や研修等
がSDGsの普及に有効であることが示されている。

19資料：令和４年度 活動組織アンケート

SDGsアイディアシートについて（教育機関等との連携状況別）

注）設問に※を付した設問は有意差あり
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○SDGsに関する研修受講者を対象としてSDGsアイディアシートを配布することにより、SDGsへの取組の普及
のあり方について分析。

（１）アンケート調査対象
対象者 ：令和４年度に農村振興リーダー研修（全国農業振興技術連盟）※を受講した活動組織代表者等

（２）アンケート⽅法
農村振興リーダー研修受講終了後にSDGsアイディアシート及びアンケート票を配布し、後日郵送により回収
アンケート配布組織数146組織、回答組織数60組織（回収率41％）

（３）SDGsアイディアシート試行調査
２）農村振興リーダー研修における調査

※農村振興リーダー研修：平成19年度に「農地・水・環境保全向上対策」が制度化されたことを受け、活動組織や地域協議会の代表者、
行政担当者等を対象に、毎年地域ブロック単位で開催されている全国農村振興技術連盟主催の研修会。
令和４年度はSDGsをテーマとした研修を実施。
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4.活動のＰＲに使いやすい

5.行政や学校、他の団体等との連携材料となる※

6.他の組織の活動内容等を知りたい

7.活動内容や取組方法について、行政や

有識者等に相談できる機会があるとよい※

8.活動を振り返ることはできたが、高齢化等

により新たな取組を行うことが難しい※

9.新たな気づきはなかった

10.SDGsに関心がない人が多く、

チェックした結果を使う機会が少ない※

11.SDGsは分かりにくい

農村振興リーダー研修後調査（60組織）

教育機関等との連携に関する調査（347組織）

○ 研修受講後の組織は、受講していない組織と比較して、「今後の活動計画の参考となった」と回答した割合が高い。研修に
より活動とSDGsの関係が整理され、活動内容や組織運営のヒントとしてSDGsを活用しようとする意識が高まったことが示され
ている。

○ 同様に、研修受講後の組織は「行政や他の団体等との連携材料となる」と回答した割合が高く、連携のきっかけづくりや活
動のPRにSDGsの活用が有効と考えていることが示されている。

○ 「活動内容や取組方法について、行政や有識者等に相談できる機会があるとよい」と回答した割合も高く、行政、専門家等
によるアドバイス・支援が期待されていることが示されている。

21資料：令和４年度農村振興リーダー研修後活動組織アンケート

SDGsアイディアシートについて

注）設問に※を付した設問は有意差あり

①SDGsへの取組の普及について

【今後の活動計画への活用】

○ SDGsを意識した活動をしていなかったので、今後、改め
て活動とSDGsを関連付けて行動していく。

○ アイディアシートを参考に自分達で出来る活動を選択し
てみたい。

○ 次期活動計画の策定に向け「地域資源保全管理構想」の
内容を検討中であり、参考としたい。

【活動のPR】

○ 自分達の活動がSDGsに繋がっていることを作業の合間に
伝えたらびっくりすると思う。

○ 今後、配布文書やPR用品等にSDGsマーク等を活用する。

○ 活動が「SDGs15の目標」に合致していることを広報誌等
に積極的にPRする。

○ 花植え活動(景観形成)、水路探検（生き物調査）、田ん
ぼダムの取組をPRしたい。

【情報共有や行政、専門家等による支援】

○ 定期的に近隣の市町村で情報交換出来るとよい。

○ 先進事例集のようなものを作成して欲しい。

○ 土地連内部等に有識者等すぐ相談できる窓口があれば助
かる。



４．その他の取組

○ 多面的機能支払推進室ホームページにSDGsアイディアシートのダウンロードサイトを開設した。
○ 本交付金の活動項目から多面版SDGs15の目標がわかるSDGsアイディアシート逆引き表「多面的機能支払 活動－SDGs整理表

（案）」を作成し、多面的機能支払推進室ホームページで公開した。
○ 今年度末に実施する「自己評価・市町村評価」の調査票と合わせて、SDGsアイディアシートを対象活動組織に配布した。
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SDGsアイディアシートのダウンロードサイト

多面的機能支払推進室ホームページ
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/jirei_SDGs.html

SDGsアイディアシート逆引き表（一部抜粋）



外
部
と
の
連
携

活
動
組
織

静岡県事例
・ポータルサイト開設
・中間支援組織の活用

伊那市事例
・地域金融機関の活用
・企業向けPR資料作成

新潟市事例
・活動参加者・地域住民向け
資料作成
・カレンダー試作

・アイディアシート試行
・アンケート調査
・各種講演・研修

STEP 0 STEP １ STEP ２ STEP ３

５．今後の進め方（案）～来年度の方針～

・ESD（持続可能な開発のための教育）に向けた学校教育との連携推進

S
D
G
s
を
踏
ま
え
た
活
動
実
施

【フォローアップ】
・リーフレット作成・配布

【定点観測】
・アイディアシートの改良
・各種広報資料の作成・配布

【横展開】
・活動組織の広報への活用
促進（ひな形や事例の提示
等）

【フォローアップ】
・ポータルサイト等への多面
版SDGｓローカル指標活用
効果の把握
・マッチングイベント等を通
じたSDGｓローカル指標の
活用実績調査

S
D
G
s
視
点
の
組
み
込
み

施
策
の
評
価
等
へ
の
活
用
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